
平成15年10月５日㈰１　第688号 （毎月５、15、25日発行） （第
平成５年１月11日
３種郵便物認可）【特 集】

普
及
進
�
�
付
加
断
熱

次
世
代
対
応
�
明
暗

木
部
熱
橋
�
断
熱
仕
様
�
影
響

2003年

10月５日
　北海道住宅新聞社
札幌市北区北29条西4-2-1-201

〒001-0029

電　話　011-736-9811
発行人　白　井　　丞
毎月５･15･25日発行　3,150円/月(送料込)
www.iesu.co.jp

発
行
所

 

２
面 

独
自
の
屋
根
緑
化
に
挑
戦

 

３
面 

地
震
被
災
者
に
優
遇
融
資

 

４
〜
７
面　
特
集
記
事

 　

断
熱
性
能
は
断
熱
厚
で
決
ま
る

 　

木
製
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の
省
エ
ネ
効
果

今日の紙面

　

次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
が
告
示
さ
れ
て
、
は
や
四
年
あ
ま
り
が
過
ぎ
た
が
、
北
海
道
の
住
宅
の
実
質
的
な

断
熱
性
能
ア
ッ
プ
は
さ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
。
次
世
代
基
準
は
在
来
木
造
で
一
二
五
㍉
断
熱
を
想
定
し
て
作
ら
れ

た
が
、
熱
損
失
係
数
計
算
を
行
え
ば
多
く
の
場
合
、
一
〇
〇
㍉
断
熱
で
基
準
が
ク
リ
ア
で
き
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

こ
の
間
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
は
ツ
ー
バ
イ
シ
ッ
ク
ス
へ
シ
フ
ト
が
進
み
、
外
張
り
断
熱
（
外
断
熱
）
も
徐
々
に
増

え
た
た
め
、
在
来
木
造
の
充
て
ん
断
熱
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
、
本
紙
は
ダ
ブ
ル
断
熱
で
実
現
す
る
一
五
〇
㍉
断
熱
と
木
製
ト
リ
プ
ル
サ
ッ
シ
の
普
及
を
目
指
し
た
新
し
い

時
代
の
高
断
熱
仕
様
を
提
案
す
る
。（
特
集
は
四
〜
七
面
に
続
き
ま
す
）

　

次
世
代
基
準
に
は
大
き
な

特
徴
が
二
つ
あ
る
。
木
部
熱

橋
を
基
準
に
組
み
入
れ
た
こ

と
と
、
熱
損
失
係
数
（
Ｑ

値
）
な
ど
計
算
に
よ
る
基
準

ク
リ
ア
の
手
法
だ
。

　

ま
ず
熱
橋
。
熱
橋
と
は
鋼

材
な
ど
熱
の
伝
わ
り
や
す
い

（
断
熱
性
能
が
低
い
）
材
料

が
断
熱
層
を
貫
通
す
る
部
位

を
指
し
て
お
り
、
従
来
ま
で

は
あ
る
程
度
の
断
熱
性
能
を

持
つ
針
葉
樹
木
材
は
目
く
じ

ら
を
立
て
る
ほ
ど
の
問
題
は

発
生
し
な
い
こ
と
か
ら
、
熱

橋
と
見
る
必
要
は
な
い
と
さ

れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
断
熱
材
の
高

性
能
化
が
進
み
、
木
材
と
断

熱
材
と
の
性
能
差
が
大
き
く

な
る
に
つ
れ
て
、
木
部
熱
橋

が
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
、

と
い
う
の
が
次
世
代
基
準
の

考
え
方
だ
。

　

こ
の
た
め
、
外
壁
面
に
ス

タ
ッ
ド
の
ほ
か
ま
ぐ
さ
な
ど

木
材
を
多
く
使
う
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
工
法
は
、
木
部
熱
橋

が
多
い
た
め
、
在
来
木
造
よ

り
も
厚
い
ツ
ー
バ
イ
シ
ッ
ク

ス
に
よ
る
一
四
〇
㍉
断
熱
に

す
る
こ
と
で
一
発
で
基
準
を

ク
リ
ア
さ
せ
て
い
る
。

　

一
方
、
木
部
熱
橋
が
ほ
と

ん
ど
な
い
外
断
熱
は
こ
の
点

は
非
常
に
有
利
と
な
り
、
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
断
熱
性
能
を

持
つ
ネ
オ
マ
フ
ォ
ー
ム
は
五

〇
㍉
厚
で
道
内
の
多
く
の
地

域
で
基
準
を
ク
リ
ア
で
き

る
。

　

古
く
か
ら
断
熱
性
能
は
断

熱
厚
で
決
ま
る
と
言
わ
れ
て

き
た
が
、
断
熱
材
の
高
性
能

化
と
木
部
熱
橋
問
題
で
、
も

は
や
断
熱
厚
で
は
決
ま
ら
な

い
時
代
に
な
っ
た
か
の
よ
う

に
見
え
る
。

　

一
方
、
Ｑ
値
計
算
に
つ
い

て
も
、
次
世
代
基
準
で
注
目

さ
れ
た
の
は
理
由
が
あ
る
。

そ
れ
は
Ｑ
値
計
算
に
よ
り
、

在
来
木
造
は
充
て
ん
断
熱
だ

け
で
基
準
が
ク
リ
ア
で
き
る

と
い
う
背
景
が
あ
る
。
さ
ら

に
外
断
熱
の
場
合
、
断
熱
厚

を
で
き
る
だ
け
薄
手
化
し
た

い
と
い
う
施
工
上
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
た
め
だ
。

　

Ｑ
値
計
算
を
行
う
と
、
住

ツーバイシックス断熱
２×６スタッド140㎜断熱

外断熱
外張り断熱　発泡系断熱材60～85㎜

ダブル断熱と木製サッシ
特集：150㎜断熱の時代へ～次世代超える本格高断熱仕様～

宅
金
融
公
庫
の
み
な
し
仕
様

と
比
べ
、
場
合
に
よ
っ
て
は

二
割
近
く
も
数
値
が
劣
る
の

に
、
次
世
代
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
が
出
て
く
る
。
見
な
し
仕

様
の
よ
う
に
ダ
ブ
ル
断
熱

（
付
加
断
熱
）
を
行
え
ば
、

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
単
に
材
料

費
に
と
ど
ま
ら
ず
、
施
工
費

に
も
及
ぶ
。
断
熱
性
能
は
ボ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
で
い
い
か

ら
、
充
て
ん
だ
け
で
次
世
代

を
ク
リ
ア
し
た
い
と
考
え
る

の
は
、
施
工
サ
イ
ド
か
ら
す

る
と
あ
る
意
味
で
自
然
な
流

れ
だ
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
に
よ
り

大
き
な
問
題
が
発
生
し
て
し

ま
っ
た
。
在
来
木
造
の
断
熱

性
能
は
、
次
世
代
基
準
が
施

行
さ
れ
て
四
年
あ
ま
り
を
過

ぎ
て
も
、
新
省
エ
ネ
基
準
よ

り
い
っ
こ
う
に
上
昇
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
次
世
代
基

準
の
狙
い
で
あ
る
一
二
五
㍉

断
熱
は
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、
結
果
と
し
て
高
断
熱
化

が
進
ん
だ
ツ
ー
バ
イ
シ
ッ
ク

ス
や
外
断
熱
に
後
れ
を
と
る

格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

充てん断熱と外断熱の室内壁表面温度の違い（写真提供：旭化成建材）。
充てん断熱は100㎜断熱仕様で新省エネ基準相当（次世代基準ボーダーライ
ン仕様）、外断熱は次世代基準相当。断熱性能の違いがこの画像に現れてい
る

在来木造150㎜断熱
充てん100㎜＋ダブル断熱層45㎜



（第３種郵便物認可） 第688号　４（毎月５、15、25日発行）平成15年10月５日㈰ 【特 集】

充てん100mmでは

勝負にならない

遅
�
取
�
�
在
来
木
造

�
�
�
�
�
外
断
熱
�
�
一
割
低
�

断熱厚確保が第一
天井吹込は 400mm相当

工　　法
部　　位 在来木造ダブル断熱 ツーバイシックス 外断熱在来木造・ツーバイ *1

天　　井 ＢＷ 400㎜

屋　　根 高性能ＧＷ 16K265 ㎜ ネオマ 66または 120㎜

壁 高性能ＧＷ 16K100 ㎜＋
ＧＷボード 45㎜（ダブル断熱） 高性能ＧＷ 16K140 ㎜ ネオマ 60㎜

中間階の横架材部分 ＧＷボード 45㎜ 押出Ｂ３種 50㎜内付加

床
外気に接する部分 高性能ＧＷ 16K200 ㎜ ＢＷ 235㎜ ネオマ 100㎜

その他の部分 高性能ＧＷ 16K200 ㎜ ＢＷ 235㎜

土間床等
の外周部

外気に接する部分 押出Ｂ３種 100㎜

その他の部分 押出Ｂ３種 35㎜

開口部（窓） 木製トリプルガラス・アルゴンＬｏｗ -Ｅ相当

換　　気 第三種セントラル *2,*3

ＢＷとはグラスウールブローイング ､ＧＷとはグラスウール ､押出とは押出スチレンフォーム、ネオマとはネオマフォーム（旭化成建材）
をいう
Kとは密度を表し一般に高密度ほど断熱性が高い ｡またB※種とは性能種別で 3種がもっとも断熱性が高い
断熱手法のバリエーションは様々考えられる
*1：押出やウレタンは一部を除きネオマより断熱厚が厚くなる
*2：第一種を使う場合は顕熱
*3：一層の省エネのためには排気熱回収ヒートポンプを活用

150 ㎜断熱の仕様

　
【
一
面
か
ら
続
く
】
一
つ

の
例
を
示
し
て
み
た
い
。
在

来
木
造
、
ツ
ー
バ
イ
シ
ッ
ク

ス
、
外
断
熱―

と
い
う
三

種
類
の
工
法
に
つ
い
て
、
次

世
代
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
仕

様
が
Ｑ
値
で
ど
の
く
ら
い
に

な
る
の
か
と
い
う
計
算
だ

（
計
算
は
す
べ
て
コ
ー
ナ
ー

札
幌
製
の
Ｑ
値
計
算
ソ
フ
ト

「
省
エ
ネ
判
断
２
」
を
使

用
）。　

　

比
較
し
や
す
く
す
る
た

め
、
間
取
り
と
天
井
・
開
口

部
の
断
熱
性
能
は
同
じ
に

し
、
主
に
壁
の
断
熱
性
能
に

よ
っ
て
ど
の
く
ら
い
の
違
い

Ｑ値計算ソフトで計算すると、いろい
ろと仕様を変えながらＱ値をシミュレ
ーションすることができる（使用ソフ
ト：省エネ判断２－コーナー札幌　☎
011-863-1911）

が
出
る
か
を
比
較
す
る
。

　

ま
ず
、
壁
一
〇
〇
㍉
、
床

一
五
〇
㍉
断
熱
の
在
来
木
造

は
一
・
四
九
㍗
。
床
を
二
〇

〇
㍉
に
す
る
と
少
し
良
く
な

り
一
・
四
七
㍗
に
な
る
。

　

次
に
ツ
ー
バ
イ
シ
ッ
ク

ス
・
床
ブ
ロ
ー
イ
ン
グ
二
三

五
㍉
は
一
・
三
七
㍗
で
、
在

来
木
造
よ
り
一
〇
％
近
く
も

良
い
値
。
床
を
一
〇
〇
㍉
に

変
更
す
る
と
一
・
四
三
㍗
ま

で
低
下
す
る
が
、
そ
れ
で
も

在
来
木
造
よ
り
高
い
。

　

最
後
に
外
断
熱
は
、
ネ
オ

マ
フ
ォ
ー
ム
壁
五
〇
㍉
で

一
・
三
五
㍗
。
ツ
ー
バ
イ
シ

ッ
ク
ス
と
ほ
ぼ
同
等
で
、
在

来
木
造
よ
り
一
〇
％
ほ
ど
高

く
な
る
と
い
う
結
果
だ
。

　

在
来
木
造
だ
け
が
一
昔
前

と
言
っ
て
い
い
新
省
エ
ネ
基

準
レ
ベ
ル
の
一
〇
〇
㍉
断
熱

な
の
で
、
こ
の
結
果
は
当
然

な
の
だ
が
、
問
題
は
い
ず
れ

も
次
世
代
基
準
を
ク
リ
ア
し

た
次
世
代
省
エ
ネ
住
宅
だ
と

い
う
点
に
あ
る
。
在
来
木
造

は
、
施
工
者
の
立
場
で
は
お

手
軽
に
次
世
代
基
準
を
ク
リ

ア
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

150 ㎜断熱の工法別仕様

性
能
�
�
�
�
�
厚
�
�
決
�
�

目
標
は
一
五
〇
㎜
断
熱
へ

が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
か
ら

は
性
能
、
省
エ
ネ
面
で
劣
っ

て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

時
代
は
変
わ
っ
た
が
、
断

熱
性
能
は
基
本
的
に
は
や
は

り
断
熱
厚
で
決
ま
る
。
充
て

ん
一
〇
〇
㍉
だ
け
で
は
勝
負

に
な
ら
な
い
時
代
な
の
だ
。

在
来
木
造
は
Ｑ
値
計
算
の
上

か
ら
も
、
一
五
〇
㍉
断
熱
が

必
要
だ
。

　

本
紙
は
ぜ
ひ
提
言
し
た

い
。
目
標
は
一
五
〇
㍉
断

熱
。
Ｑ
値
で
一
・
二
㍗
を
実

現
す
る
壁
一
五
〇
㍉
断
熱
と

木
製
ト
リ
プ
ル
サ
ッ
シ
を
組

み
合
わ
せ
た
本
当
の
意
味
で

の
次
世
代
高
断
熱
住
宅
が
、

三
割
の
普
及
率
に
達
す
る
こ

と
を
大
き
な
目
標
に
掲
げ
、

今
後
北
海
道
の
産
・
学
・
官

を
挙
げ
て
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　

表
に
工
法
別
一
五
〇
㍉
相

当
の
断
熱
の
仕
様
を
ま
と
め

た
。
い
ず
れ
の
工
法
も
屋
根

断
熱
・
基
礎
断
熱
は
Ｑ
値
計

算
値
で
は
不
利
で
、
天
井
断

熱
・
床
断
熱
と
の
組
み
合
わ

せ
が
有
利
と
な
る
。
し
か

し
、
屋
根
断
熱
・
基
礎
断
熱

を
採
用
し
て
も
極
端
に
性
能

が
下
が
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
次
世
代
基
準
は
楽
々
ク

リ
ア
し
て
い
る
。
こ
う
い
う

部
分
で
は
あ
ま
り
Ｑ
値
計
算

に
振
り
回
さ
れ
ず
、
断
熱
厚

が
し
っ
か
り
確
保
さ
れ
て
い

れ
ば
よ
い
と
考
え
る
べ
き

だ
。

　

ま
た
、
天
井
断
熱
の
場
合

は
各
工
法
共
通
し
て
ブ
ロ
ー

イ
ン
グ
四
〇
〇
㍉
相
当
。
吹

け
る
だ
け
吹
く
と
い
う
考
え

方
だ
。

　

小
屋
裏
は
無
落
雪
の
場
合

は
特
に
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
。

し
か
し
、
天
井
の
断
熱
を
強

化
す
る
と
、
熱
損
失
の
面
だ

け
で
な
く
、
小
屋
裏
温
度
を

引
き
下
げ
る
こ
と
で
ス
ガ
モ

リ
な
ど
の
危
険
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
も
で
き
る
。
北
欧
諸

国
の
断
熱
仕
様
を
見
て
も
小

屋
裏
の
断
熱
は
四
〇
〇
㍉
以

上
が
一
般
的
。
費
用
対
効
果

が
と
て
も
高
い
断
熱
部
位

だ
。
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ツ
ー
バ
イ　

二
×
六
工
法

小
屋
裏
�
改
善
�
急
務

在来ダブル断熱の納まり図（ニットーボー東岩のカタログより）

　

ま
ず
在
来
木
造
。
壁
は
充

て
ん
断
熱
の
外
側
に
四
五
㍉

の
断
熱
層
を
加
え
る
ダ
ブ
ル

断
熱
。
断
熱
層
を
二
層
に
す

る
こ
と
で
木
部
熱
橋
を
ど
ち

ら
か
の
断
熱
層
で
覆
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
外

側
断
熱
層
を
次
世
代
基
準
見

な
し
仕
様
の
二
五
㍉
か
ら
四

五
㍉
に
厚
手
化
す
る
こ
と

で
、
外
側
断
熱
層
が
つ
け
足

し
で
は
な
く
、
二
層
目
の
断

熱
層
と
し
て
き
い
て
く
る
。

　

ダ
ブ
ル
断
熱
を
や
り
コ
ス

ト
を
か
け
る
か
ら
に
は
、
単

に
次
世
代
基
準
見
な
し
仕
様

を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
行
う

の
で
は
意
味
が
な
い
。
合
計

一
五
〇
㍉
以
上
の
分
厚
い
断

熱
層
を
作
っ
て
省
エ
ネ
・
快

適
性
の
両
性
能
面
で
の
有
利

性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
は

じ
め
て
〝
ダ
ブ
ル
断
熱
〞
が

生
き
て
く
る
。

２×６スタッドを使用し、140㎜断熱とした住宅

　

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
は

ツ
ー
バ
イ
シ
ッ
ク
ス
が
最
良

の
選
択
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二
×
四
に
外
側
断
熱
層
を
加

在来　ダブル断熱

125mmでは効果低い

え
る
方
法
も
あ
る
が
、
二
×

六
に
は
耐
震
性
強
化
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
ユ
ー
ザ

ー
の
印
象
も
よ
い
。

　

ツ
ー
バ
イ
シ
ッ
ク
ス
以
上

の
断
熱
が
今
後
求
め
ら
れ
る

時
代
が
く
る
と
は
思
う
が
、

現
状
で
ツ
ー
バ
イ
シ
ッ
ク
ス

以
上
の
工
法
を
実
現
す
る
の

は
難
し
い
面
が
あ
る
。
壁
は

一
四
〇
㍉
止
ま
り
と
し
、
と

か
く
障
害
の
多
い
無
落
雪
屋

根
の
小
屋
裏
環
境
を
工
法
的

な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
改

善
を
早
急
に
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

外
断
熱　

六
〇
〜
八
五
㍉

構
造
現
�
�
特
徴
付
�

　

現
時
点
で
最
高
水
準
の
断

熱
性
能
を
誇
る
ネ
オ
マ
フ
ォ

ー
ム
の
場
合
、
壁
は
や
は
り

六
〇
㍉
ほ
し
い
。
な
お
、
ウ

レ
タ
ン
は
六
〇
〜
七
〇
㍉
、

押
出
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
の

場
合
は
八
五
㍉
程
度
と
な

る
。

　

外
断
熱
の
場
合
は
外
装
材

支
持
の
問
題
が
あ
り
、
壁
の

断
熱
厚
は
あ
ま
り
厚
く
で
き

な
い
が
、
六
〇
㍉
程
度
で
も

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
の
一
五
〇
㍉

断
熱
に
匹
敵
す
る
と
い
う
の

は
す
ご
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
注
目
は
外
断

熱
最
大
の
特
徴
で
あ
る
構
造

現
し
（
内
装
下
地
石
膏
ボ
ー

ド
な
し
）
の
仕
様
が
ネ
オ
マ

フ
ォ
ー
ム
と
カ
ネ
ラ
イ
ト
フ

ォ
ー
ム
で
認
め
ら
れ
た
こ

と
。
い
ず
れ
も
在
来
木
造
対

象
。

　

ネ
オ
マ
フ
ォ
ー
ム
は
図
の

よ
う
に
窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン

グ
と
の
組
み
合
わ
せ
で
外
壁

下
地
に
構
造
用
合
板
七
・
五

㍉
以
上
な
ど
を
使
え
ば
Ｏ

Ｋ
。
ヘ
ー
ベ
ル
ラ
イ
ト
と
の

組
み
合
わ
せ
で
は
在
来
・
ツ

ー
バ
イ
と
も
に
以
前
か
ら
取

得
し
て
い
る
。

　

カ
ネ
ラ
イ
ト
フ
ォ
ー
ム
も

窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
と
の

組
み
合
わ
せ
だ
が
、
こ
ち
ら

は
断
熱
材
の
屋
外
側
に
一
四

〇
㌘
／
平
方
㍍
以
上
の
ガ
ラ

ス
繊
維
シ
ー
ト
が
必
要
。
鐘

淵
化
学
工
業
㈱
北
海
道
営
業

所
で
は
推
奨
品
を
用
意
し
て

い
る
。

ネオマフォームによる構造現しの仕様

２×６工法の納まり例。耐震性強化というメリット
もある
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木
製
窓
�
積
極
利
用

道
内
�
普
及
率
二
割
�
目
標

木窓らしさを生かす

縦の線とプロポーション

　

一
五
〇
㍉
断
熱
の
仕
様
の

中
で
も
開
口
部
は
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
は
ず
だ
。

　

本
紙
で
は
木
製
窓
の
普
及

率
が
道
内
で
は
二
〇
％
程
度

ま
で
高
ま
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
サ

ッ
シ
の
良
さ
は
十
分
わ
か
っ

た
上
で
、
断
熱
性
能
・
結
露

防
止
性
能
・
天
然
木
の
質

感
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
の
面

か
ら
木
製
窓
が
も
っ
と
幅
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き

だ
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入

品
タ
イ
プ
は
、
ト
リ
プ
ル
ガ

ラ
ス
、
ま
た
は
ペ
ア
＋
シ
ン

グ
ル
の
三
層
構
造
が
中
心

で
、
Ｌ
ｏ
ｗ―

Ｅ
膜
や
ア
ル

ゴ
ン
ガ
ス
封
入
な
ど
に
よ
り

断
熱
性
能
は
熱
貫
流
率
一
・

三
〜
一
・
七
㍗
と
極
め
て
高

く
、
国
産
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

サ
ッ
シ
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
入
り

Ｌ
ｏ
ｗ―

Ｅ
ペ
ア
ガ
ラ
ス
さ

え
も
大
き
く
引
き
離
し
て
い

る
。

　

こ
こ
ま
で
サ
ッ
シ
の
断
熱

性
能
が
上
が
る
と
ガ
ラ
ス
面

の
ひ
ん
や
り
感
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
結
露
も
下
框
付
近
に

ま
れ
に
見
ら
れ
る
程
度
し
か

発
生
し
な
い
。
そ
れ
は
ガ
ラ

ス
表
面
温
度
が
高
く
な
る
か

ら
で
、
ガ
ラ
ス
面
は
一
〇
〇

㍉
角
の
木
材
と
比
べ
て
も
遜

色
な
い
断
熱
性
能
だ
。

　

も
う
一
点
付
け
加
え
る

と
、
サ
ッ
シ
枠
材
の
性
質
の

違
い
が
あ
る
。
木
材
は
吸
・

放
湿
性
が
あ
り
、
枠
・
框
材

の
表
面
結
露
を
多
少
な
り
と

も
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
。

木
製
建
具
が
結
露
し
て
シ
ミ

が
で
き
た
と
い
う
の
は
昔
の

話
。
木
製
の
良
さ
は
高
断

熱
・
高
気
密
住
宅
で
こ
そ
発

揮
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
認
識

に
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

性
能
的
に
見
れ
ば
、
窓
の

窓の表面温度は使用するサッシ
によってこんなに違う。北欧仕
様の木製トリプルLow-Eアルゴ
ンサッシは本当に結露しにくい

　

木
製
窓
を
使
う
場
合
、
ポ

イ
ン
ト
は
サ
イ
ズ
選
定
と
そ

高
断
熱
化
が
最
も
遅
れ
て
い

る
わ
け
で
、
こ
れ
を
性
能
ア

ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
省
エ
ネ

性
は
も
ち
ろ
ん
、
結
露
防

止
、
ヒ
ン
ヤ
リ
感
防
止
と
い

っ
た
付
加
価
値
の
高
い
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

の
使
い
方
に
あ
る
。
せ
っ
か

く
木
製
窓
を
使
う
の
だ
か

ら
、
外
観
デ
ザ
イ
ン
上
も
そ

れ
と
分
か
る
特
徴
的
な
も
の

に
し
た
い
。

　

特
徴
を
生
か
す
と
す
れ

ば
、
縦
長
ま
た
は
正
方
形
の

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
縦
の
線

を
強
調
し
た
ス
ッ
キ
リ
見
せ

る
や
り
方
に
な
る
。
窓
数
が

増
え
る
の
で
コ
ス
ト
的
に
は

ツ
ラ
イ
が
、
こ
の
手
法
が
住

宅
を
端
正
に
見
せ
る
基
本
で

あ
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き

た
い
。

　

住
宅
の
場
合
、「
神
は
細

部
に
宿
る
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
な
デ
ィ
テ
ー
ル
を
書
く
こ

と
は
難
し
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
大

切
に
な
る
の
だ
。

▲ F ix＋外開きで横長になる主流のプラスチックサッシと、ほぼ正方形の木製サッ
シを使った場合の外観デザインの違い。縦長を使うとさらに印象が変わってくる

150mm断熱最大のポイント―窓

木製窓は縦の線を強調した配置によって住宅を端正に見せることができる
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換気廃熱を
再利用

注目はヒートポンプ暖房

換気は第三種が安心
熱交換の省エネ効果は低い

地域
仕様　Q値 旭川 帯広・釧路

北見・網走
札幌・
軽井沢 函館・室蘭 盛岡・青森

150㎜断熱 1.2W 1,220ℓ 1,180ℓ 980ℓ 940ℓ 840ℓ

次世代省エネ
見なし仕様 1.4W 1,420ℓ 1,380ℓ 1,150ℓ 1,090ℓ 980ℓ

次世代省エネ
ボーダー仕様 1.5W 1,520ℓ 1,480ℓ 1,230ℓ 1,170ℓ 1,050ℓ

断熱仕様と灯油消費量の違い－床面積 140 ㎡（42 坪）の場合

　

一
五
〇
㍉
断
熱
と
次
世
代

基
準
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
様
の
違

い
で
、
灯
油
消
費
量
が
ど
の

く
ら
い
違
う
か
を
試
算
し
て

み
た
い
。
表
と
グ
ラ
フ
は
見

や
す
い
よ
う
に
一
四
〇
平
方

㍍
の
場
合
だ
け
を
示
し
た
。

　

ま
ず
、
札
幌
を
み
る
と
、

一
五
〇
㍉
断
熱
で
は
灯
油
消

費
量
が
千
㍑
を
切
る
。
次
世

代
基
準
は
見
な
し
仕
様
で
も

一
、
一
五
〇
㍑
程
度
な
の

で
、
二
〇
〇
㍑
、
お
よ
そ
一

五
％
の
減
少
と
な
る
。

約
二
�
�
�
削
減

�
�
�

�
15
�
削
減

　

最
も
寒
い
地
域
で
あ
る
旭

川
は
一
五
〇
㍉
断
熱
で
も
千

㍑
を
切
る
こ
と
は
で
き
ず
、

一
、
二
二
〇
㍑
。
た
だ
し
次

世
代
基
準
仕
様
と
比
べ
二
〇

〇
〜
三
〇
〇
㍑
も
少
な
く
な

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
五
〇
㍉

断
熱
に
よ
っ
て
灯
油
消
費
は

少
な
く
は
な
る
が
、
工
事
費

ア
ッ
プ
分
を
灯
油
の
減
少
分

で
補
う
こ
と
は
か
な
り
難
し

灯　　　油
消費量比較

　

熱
損
失
を
抑
え
よ
う
と
す

る
と
、
熱
交
換
換
気
の
導
入

が
魅
力
的
に
な
る
。
次
世
代

基
準
の
解
説
書
で
も
、
Ｑ
値

計
算
を
す
る
と
き
に
、
熱
交

換
に
よ
る
省
エ
ネ
効
果
を
計

算
に
入
れ
て
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
熱
交
換
換
気
に

は
重
大
な
問
題
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
。
詳
し
く

は
十
月
二
十
五
日
号
の
特
集

で
解
説
す
る
予
定
だ
が
、
全

熱
交
換
タ
イ
プ
は
排
気
し
た

空
気
に
含
ま
れ
る
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
な
ど
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
半

分
程
度
、
水
蒸
気
と
と
も
に

新
鮮
給
気
に
混
入
さ
せ
て
し

ま
う
危
険
性
が
高
い
。

　

顕
熱
交
換
タ
イ
プ
は
そ
の

心
配
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

機
器
内
部
で
の
空
気
漏
れ

（
リ
ー
ク
）
が
あ
る
た
め
、

リ
ー
ク
分
を
除
外
し
た
換
気

量
（
有
効
換
気
量
）
で
〇
・

五
回
／
ｈ
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
リ
ー
ク
は
一

般
的
に
一
〇
〜
一
五
％
程
度

換
気
�
第
三
種
�
安
心

熱
交
換
�
省
�
�
効
果
低
�

い
。
た
だ
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
は

高
く
て
も
毎
年
の
燃
料
費
は

一
万
円
程
度
安
く
な
る
ほ

か
、
開
口
部
の
断
熱
性
能
ア

ッ
プ
に
よ
る
ヒ
ン
ヤ
リ
感
の

解
消
、
結
露
の
抑
制
、
そ
し

て
木
製
窓
の
温
か
さ
な
ど
、

そ
の
魅
力
は
多
い
。

　

ま
た
、
地
球
環
境
を
考
え

た
と
き
、
省
エ
ネ
化
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
抑
制
は
待
っ

た
な
し
の
テ
ー
マ
だ
。
灯
油

消
費
の
二
割
削
減
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
も
ほ
ぼ
二
割
削
減
と
な

り
、
そ
の
意
味
で
一
五
〇
㍉

断
熱
は
社
会
的
要
請
に
応
え

る
も
の
だ
。

あ
る
た
め
、
単
純
に
い
う
と

換
気
量
を
一
〇
〜
一
五
％
も

多
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

さ
ら
に
熱
交
換
素
子
の
空

気
抵
抗
が
あ
る
た
め
、
フ
ァ

ン
の
能
力
を
大
き
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
結
果
と
し
て

一
台
当
た
り
の
消
費
電
力
は

第
三
種
と
比
べ
大
き
く
な

る
。
せ
っ
か
く
の
熱
回
収
分

が
こ
れ
ら
で
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
う
の
だ
。

　

熱
交
換
換
気
は
省
エ
ネ
の

た
め
で
は
な
く
、
給
気
を
加

温
す
る
た
め
に
使
う
と
い
う

の
が
正
し
い
考
え
方
の
よ
う

だ
。

　

で
は
換
気
廃
熱
は
す
べ
て

屋
外
に
捨
て
る
し
か
な
い
の

か
。〝
も
っ
た
い
な
い
〞
と

い
う
気
持
ち
は
と
も
か
く
、

技
術
的
に
は
あ
ま
り
効
率
的

な
方
法
が
な
い
と
い
う
の
が

現
実
だ
。
こ
れ
は
樹
脂
や
木

材
の
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
に
も

似
て
お
り
、
再
利
用
は
課
題

も
多
い
。

　

そ
の
中
で
、
可
能
性
が
あ

る
の
が
換
気
廃
熱
を
利
用
し

た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
暖
房
だ
。

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
暖
房
は
換

気
廃
熱
を
給
気
に
受
け
渡
す

の
で
は
な
く
、
熱
交
換
し
て

温
水
を
作
る
と
い
う
シ
ス
テ

ム
だ
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
内
部

で
の
空
気
抵
抗
が
大
き
い
と

い
っ
た
熱
交
換
換
気
と
共
通

の
課
題
を
持
つ
一
面
も
あ
る

が
、
こ
の
点
の
改
良
も
進
ん

で
お
り
、
設
備
費
は
多
少
か

か
る
が
省
エ
ネ
効
果
も
あ

る
。
給
気
へ
の
汚
染
空
気
の

混
入
が
な
い
た
め
安
全
。

　

換
気
廃
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

暖
房
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
販

売
す
る
キ
ー
テ
ッ
ク
工
業
㈱

で
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
内
部

の
熱
交
換
器
を
空
気
抵
抗
の

少
な
い
構
造
に
改
良
し
（
特

許
申
請
中
）、
こ
の
ほ
ど
性

能
試
験
を
行
っ
た
。
同
社
に

よ
る
と
、
換
気
量
一
五
〇
立

方
㍍
の
場
合
で
平
均
三
千
七

省
�
�
�
安
全
�
設
備
�
�
�

百
㌔
㌍
、
一
八
〇
立
方
㍍
の

場
合
で
平
均
四
千
㌔
㌍
の
熱

量
が
得
ら
れ
た
と
い
う
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
（
成
績
係
数
＝
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
シ
ス
テ
ム
で
消
費
さ
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
割
っ
た
値
）

は
お
お
む
ね
二
・
八
程
度

と
、
改
良
前
の
二
・
五
か
ら

一
割
程
度
性
能
が
ア
ッ
プ
し

た
。

小屋裏に設置された第三種換気本体（左）とキーテック工業
の改良型空気熱交器（右）。排気を２つに分けて空気抵抗
を少なくし、効率的に廃熱を回収できるようになっている
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